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菩
薩
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のbodhisattva

の
音
写
「菩
提
薩
埵
」に
由
来
し
、

こ
の
語
は
〈悟
り
＋
生
け
る
も
の
〉を
意
味
し
ま
す
。
煩
悩
や
誘
惑
に
打
ち
勝
ち

悟
り
を
得
た
釈
迦
の
よ
う
に
、
初
期
の
仏
教
は
、
悟
り
を
得
よ
う
と
修
行
す
る

僧
た
ち
の
も
の
で
し
た
が
、
紀
元
後
１
世
紀
頃
に
な
る
と
、
自
分
だ
け
で
な
く

他
者
を
も
悟
り
に
導
く
存
在
と
し
て
の

”菩
薩
“
の
行
い
を
説
く
こ
と
で
、
仏
教

の
信
奉
者
は
飛
躍
的
に
広
が
り
ま
し
た
。
悟
り
を
約
束
さ
れ
た
身
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
人
間
界
に
降
り
て
き
て
、
人
間
の
苦
楽
に
向
き
合
い
、
救

済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
菩
薩
を
信
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
経
典
に
説
か
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
菩
薩
の
な
か
で
、
聖
観
音
、
千

手
観
音
、
不
空
羂
索
観
音
な
ど
多
く
の
種
類
の
あ
る
観
音
菩
薩
、
地
獄
に
堕

ち
た
者
で
す
ら
救
っ
て
く
れ
る
地
蔵
菩
薩
、
ま
た
釈
迦
如
来
の
両
脇
に
ひ
か
え

る
文
殊
菩
薩
や
普
賢
菩
薩
は
、
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ほ
と
け
た
ち
で
す
。

　

「救
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ほ
と
け―

菩
薩
」展
で
は
、
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る

仏
教
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
菩
薩
を
表
し
た
奈
良
時
代
～
江
戸
時
代
の
彫
刻
・

絵
画
、
約
40
件
の
優
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
母
の
よ
う
な
、
慈
愛
に
満
ち
た
、

と
き
に
厳
し
い
眼
差
し
を
投
げ
か
け
る
菩
薩
の
表
現
に
は
、
日
々
の
苦
難
か
ら

救
わ
れ
た
い
と
願
う
、
人
間
の
切
な
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
休
館
日
】　

毎
週
月
曜
日
、
た
だ
し
４
月
６
日
（
月
）は
開
館

壬
生
寺
地
蔵
菩
薩
像
（部
分
）　

日
本
・
鎌
倉
時
代　

14
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

七
星
如
意
輪
観
音
像
（部
分
）　

日
本
・
南
北
朝
時
代　

14
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

重
要
美
術
品　

聖
観
音
像
（部
分
）　

日
本
・
鎌
倉
時
代　

13
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

文
殊
菩
薩
像
（部
分
）　

日
本
・
鎌
倉
時
代　

14
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

普
賢
十
羅
刹
女
像
（部
分
）　

日
本
・
鎌
倉
時
代　

13
世
紀　

根
津
美
術
館
蔵

画
像
右
よ
り

２
０
１
５
年

３
月
７
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
月
）

け

ん

さ

く

ふ
げ
ん
じ
ゅ
う
ら
せ
つ
に
ょ
ぞ
う

し
ょ
う
か
ん
の
ん
ぞ
う

み
ぶ
で
ら
じ
ぞ
う

ぼ
さ

つ
ぞ
う

し
ち
せ
い
に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん
ぞ
う

も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
ぞ
う

せ

ん





暮春は陰暦３月の異称で、春の

終わりの季節です。散り残った桜

の風雅や、青柳の清々しさなどを

愛でる茶道具約２０点の取合せ。

柳蒔絵棗　1合 

日本・江戸時代

18世紀

根津美術館蔵

早春の象徴である芽張り柳ではなく、青々と

した葉をつけた生命力あふれる柳の木を棗の

身から蓋にかけてあらわした華やかな作品。

重要美術品

北野天神縁起絵巻　巻第２（部分）

日本・室町時代　15世紀

根津美術館蔵

無実の罪で大宰府への配流が決まった

道真は、庭の紅梅との別れに「東風吹かば

にほひをこせよ梅の花……」という和歌を

詠んだ。

尼浄阿（生没年不詳）は、縁の深

かった摂関家の女性たちや自身

の親族の菩薩を弔うために、14年

の年月をかけて大般若経600巻を

書写し、奈良・春日社の摂社若宮

社に奉納しました。鎌倉時代前半

にさかのぼる一筆経とそれを納め

た春日厨子の存在は貴重で、各巻

の奥書や厨子に刻まれた記録も

注目されます。厨子は、2年間の

修理を終え、初めての披露となり

ます。

巻子本であった写経は、後

に折本の形式に改装された

が、巻末に80名超える回向

者を記した巻第六百は、再

び巻子装に改められた。

春日厨子　1基　

日本・鎌倉時代　寛元元年（1243）および3年（1245）銘　根津美術館蔵

厨子の内部には、各10巻を

収納する経箱60個を収め

る。扉の内側には浄阿が

写経を行った経緯、屋根板

の裏側には写経転読のた

めの寄進に関する銘が刻

まれている。

展示室３

「春日若宮大般若経・

春日厨子」

かすがわかみやだいはんにゃきょう じ ょ う あ

かんすぼん

おりほん

え こ う

春日若宮大般若経　540帖＋1巻　浄阿筆　紙本墨書

日本・鎌倉時代　寛喜元年（1229）～仁治3年（1242）　根津美術館蔵

か す が ず し

か す が わ か み や だ い は ん に ゃ き ょ う

か す が ず し

じ ょ う あ

せ っ か ん け

だ い は ん に ゃ き ょ う

わかみや

お く が き

いっぴつきょう

じ ょ う あ

てんどく

やなぎまきえなつめ

や な ぎ

展示室5

「北野天神縁起絵巻」
（根津本）Ⅰ

展示室6

「暮春の茶の湯」

政争に破れた菅原道真が怨霊と

なり、天神として北野社に祀られた

経緯と北野社の霊験を絵解きした

６巻の絵巻。巻第１～３を展示する。

同時開催

あ お や ぎ

こ ち

安南染付花唐草文茶碗

銘 福之神 　１口

ヴェトナム　17世紀

根津美術館蔵

安南の茶碗に特有の、腰や高台が高く作られた

厚手の茶碗。胴には花唐草、その下部には連弁

文がぐるりと描かれている。

あんなんそめつけはなからくさもんちゃわん

め は

ふ く の か み

ぼ し ゅ ん

き た の て ん じ ん え ん ぎ え ま き

しゃ

すがわらのみちざね

しゃ



開催概要

「救いとやすらぎのほとけ ―菩薩」 
日時　　3月14日（土）　 午後2時 - 3時30分
講師　 白原　由起子　（根津美術館  学芸第一課長）
　　 
「女院と尼僧の鎌倉仏教史」 
日時 　 3月28日（土）　 午後2時 - 3時30分
講師　 近本　謙介氏　（筑波大学  准教授）

＊会場はいずれも根津美術館 講堂（定員各130名） 

往復葉書に、参加を希望される催事名(「講演会1」または「講演会2」)と住所・氏名（返信面にも）・電話番号を明記の

上、〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1 根津美術館「菩薩」展講演会係宛にお申込みください。

＊「講演会1」は2月28日（土）、「講演会2」は3月14日（土）締切（当日消印有効） （定員各130名）  

＊参加希望者1名1講演会につき、1枚の往復葉書でお申込みください。

担当学芸により、展示解説を行います。
日時　　3月20日（金） 午後1時30分から約60分　展示室３「春日若宮大般若経・春日厨子」
           3月27日（金） 午後1時30分から約60分  展示室５「北野天神縁起絵巻」 
＊会場はいずれも根津美術館 講堂 （先着130名）

【 展 覧 会 名 】

【 主   催 】

【 開 催 期 間 】

【 開 館 時 間 】

【休 館 日】

【 】

                            

【 前 売 券 】

【 ア ク セ ス 】                 

【住  所】

【お問合わせ】

【ホームページ】

【携帯サイト】

　 　             

【専用アプリ】

コレクション展「救いとやすらぎのほとけ―菩薩」　

根津美術館

2015年 3月7日(土)～4月6日(月)

午前10時〜午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

毎週月曜日、ただし4月6日（月）は開館

一般1000円（800円） 学生800円（600円） 

＊(  )内は20名以上の団体料金、中学生以下無料

一般900円  学生700円

2015年1月10日(土)～2月22日(日)「動物礼讃 ―大英博物館から双羊尊がやってきた！」展開催期間

中、根津美術館ミュージアムショップにて販売

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車　A5出口（階段）より徒歩8分、B4出口（階段とエスカレ

ータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

〒107-0062 東京都港区南青山 6-5-1

TEL 03-3400-2536 (代表)

http://www.nezu-muse.or.jp (日本語・English)

http://www.nezu-muse-app.jp (日本語・English)

＊携帯サイトは機種により閲覧できない画面があります。

「App Store」・「Google play」から根津美術館を検索してダウンロード

関連プログラム

【リリース・広報のお問い合わせ】　
担当： 所、村岡、羽田　TEL:03-3400-2538 (直)  FAX:03-3400-2436  MAIL:press@nezu-muse.or.jp

燕子花と紅白梅 ― 光琳デザインの秘密 ―

尾形光琳300年忌記念特別展

次回展

２０１5年　4月18日（土）～5月17日（日）

講演会1

講演会2

〈申し込み方法〉

スライドレクチャー

入 館 料

尾形光琳の筆になる 2 点の国宝 「燕子花図屏風」 と 「紅白梅図屏風」 を

一堂に展観します。

左 ： 国宝　燕子花図屏風　尾形光琳筆　日本 ・ 江戸時代　18 世紀　根津美術館蔵

右 ： 国宝　紅白梅図屏風　尾形光琳筆　日本 ・ 江戸時代　18 世紀　MOA 美術館蔵

※講演会・スライドレクチャーとも聴講は無料ですが、入館料をお支払いください。


